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　気候変動への対応は、国際社会のみならず、地域社会においても

喫緊の課題であり、立川市もその例外ではありません。

　この豊かな自然環境と充実した都市機能が調和したまちを次の世

代に引き継ぐために、二酸化炭素排出量削減に向け、あらゆる主体

が共に歩を進めていく必要があります。

　市民、事業者、行政が協働し、将来を見据えた実効性のある取組

を推進することが重要になります。

　エネルギー使用量とは、皆さんが使う電気・

ガス・ガソリンなどエネルギーの総量です。

　市民や事業者の皆さんのエコな行動で減らす

ことができます。

　二酸化炭素の「排出量」から、森林などによる「吸収量」を差し引

いて、合計を実質的にゼロにする考え方です。

　豊かな自然環境を守ることも、ゼロカーボンシティの実現には大切

です。

　市は、環境にやさしく持続可能なまちづくりを推進し、2050年までに二酸化炭素排出量を実質ゼロと
する「ゼロカーボンシティ」の実現を目指すことを、６月26日に宣言しました。
問環境政策課ゼロカーボン推進係・内線2243

出典：オール東京62市区町村共同事業「みどり東京・温暖化防止プロジェクト」
『多摩地域の温室効果ガス排出量(1990年度～2022年度)』2025年３月発行
「表Ⅰ-6立川市における部門別二酸化炭素排出量の推移」を加工して作成

排出量実質ゼロとは？

二酸化炭素排出量を減らすには？

立川市の二酸化炭素排出量宣言文（抜粋）
全文は市ホームページをご覧ください

CO2排出量実質ゼロへ！

2050年

立川市ゼロカーボンシティ宣言

家庭で取り組むエコチャレンジ
参加家族を募集

　市が配布するチェックシートを利用し、電気・ガス・水道・

ごみなど、日常生活の中で簡単に取り組むことができる10項

目で省エネに挑戦しましょう。８月１日～31日の任意の10日

間でチャレンジする小学生と家族のチームを募集します。

　チェックシートを提出した方には記念品をお渡しします。ま

た、特に効果的な取り組みは表彰します。くわしくは市ホーム

ページをご覧ください。

対小学生と保護者定110組（申込順）申７月25日㈮から電話か電
子申請で環境政策課ゼロカーボン推進係・内線2243へ

事業活動によるビル等
の「建物」からの排出
量が最大です

「住宅」からの排出
が全体で２番目に多
いです

家庭部門
36.0％

廃棄物部門
1.8％産業部門

5.9％

運輸部門
12.8％

業務部門
43.5％

夏休み

CO2排出量＝エネルギー使用量×排出係数

令和7年（2025年）7月10日（毎月10日・25日発行）

８月10日号で最終回です

ここが
大好き
立川

　根川緑道を散歩中に出会ったカル

ガモの子どもたちです。歩道まで出

てきて気持ちよさそうに日向ぼっこ

をしていました。こんな近くで観ら

れるのは根川緑道ならではです。

ペンネーム　おゆたさん
「根川で日向ぼっこ」
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※広告に関するお問い合わせは…総合広告代理店　フレックス株式会社☎042（528）1611へ
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